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＼・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

｀{　　わたくしたちは、恵まれた自然と輝かしい歴史には<゛ぐ

｀t　くまれながら、明日をめざして、たくましく歩む岡崎市　｀;

イ　民です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ

Ｊ　Ｉ　緑と太陽のもと、祖先の遺産を大切に、美しい心を　j･

；　　みがきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｘ

｀Ｓ　２　三河魂の伝統を生かし、教養を高め、文化の向上に　｀S

I　　つとめます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀tヽ4　3 　社会のきまりを守り、友愛を深め、健康なからだを　ヽ'

り'　きたえます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ｊ
Ｊ　４　青少年に夢を、老人に安らぎを、しあわせな家庭を　い

；　　つくります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　;、

V　5　勤労に誇りと喜びを、力をあわせて、豊かなくらし　｀;

't　　をきずきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ

Xjぐ゛で゛ぐ｀で｀ぐ･ぐ･ぐ゛ｔ゛ぐヽぐゝでヽI

(写真は去年のおかざきっ子展)

｢ぼくらの鳥がやってきた｣

　11月２日・３日　●場所　東公園

No. 3 6 3

市政だよりの早期配布にご協力ください

発　行　岡　　崎　　市　　役　　所

　　　　(岡崎市十王町２丁目９番地)

編　集　岡崎市市長公室秘書課

　　〒444　電23－6033

　　　　(毎月１日・15日発行)
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肺史きつくリ吝udう
－
ヽ
市
。

史料rn査風景▲近欧班の

新
し
い
市
史
を

編
さ
ん
す
る
わ

け

　
わ
た
し
た
ち
の
岡
崎
に
は
、
こ
れ

ま
で
全
国
に
誇
る
「
市
史
全
八
巻
」

と
『
徳
川
家
康
と
其
周
囲
三
巻
』
が

あ
り
ま
し
た
が
、
次
の
よ
う
な
わ
け

か
ぢ
、
新
し
い
市
史
を
つ
く
る
必
要

が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

・
市
史
八
巻
に
は
、
大
昔
の
原
始
時

代
の
こ
と
が
な
く
、
古
代
も
内
容
が

少
な
い
の
で
、
新
し
く
書
き
入
れ
た

・
中
世
の
頃
は
、
松
平
氏
中
心
の
内

容
で
、
郷
土
に
関
係
の
深
い
足
利
氏

の
こ
と
が
少
な
く
、
近
世
の
頃
は
、

岡
崎
を
支
配
し
た
も
の
の
内
容
で
、

農
民
や
町
人
た
ち
の
生
活
の
歴
史
が

少
な
い
。
特
に
、
市
域
の
広
が
っ
た

町
々
を
含
め
た
市
史
を
ま
と
め
た
い
。

・
明
治
峙
代
か
ら
の
近
代
・
現
代
の

内
容
や
、
私
た
ち
の
生
活
風
習
な
ど

の
民
俗
・
自
然
の
様
子
も
新
し
く
書

き
入
れ
た
い
。

・
特
に
、
市
史
八
巻
に
使
わ
れ
た
史

料
は
、
戦
災
で
全
部
な
く
な
り
、
戦

後
の
急
激
な
変
ぼ
う
で
、
昔
の
歴
史

を
語
る
古
い
文
書
・
記
録
な
ど
が
な

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
一
口

も
早
く
、
そ
う
し
た
資
料
を
集
め
記

録
し
、
次
の
吐
代
へ
残
さ
ね
ば
な
ら

な
い
必
要
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
市
民
の
た

め
の
市
史
を
、
五
十
年
ぶ
り
に
”
市

制
施
行
六
十
周
年
の
記
念
事
業
”
と

し
て
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
史
編
さ
ん
の

　
　
　
　
　
目
あ
て

・
市
民
の
理
解
と
協
力
に
よ
る
市
民

の
た
め
の
市
史
を
作
り
、
市
民
の
か

た
が
た
の
市
民
意
識
や
郷
土
愛
、
郷

土
発
展
へ
の
心
を
高
め
る
よ
う
に
す

る
。

・
市
政
施
行
七
〇
周
年
（
昭
和
六
十

一
年
）
を
目
あ
て
に
し
て
、
逐
次
編

集
・
刊
行
し
て
有
償
で
お
領
け
す
る
。

一
市
の
歴
史
を
物
語
る
貴
重
な
史
料

を
収
集
、
記
録
、
保
存
し
て
次
の
世

代
へ
お
渡
し
す
る
。

新
し

新
し

と
そ

け
て

い
市
史
の

　
内
容
と
巻
数

い
市
史
は
．

の
別
聾

．
十
六
・

、
並
び

巻
と
い

本
編
（
通
史
）

に
資
料
編
に
わ

う
膨
大
な
編
集

刊
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
長
い
道

の
り
を
歩
む
大
琳
楽
で
あ
り
ま
す
。

◇
本
編
（
全
七
巻
）
－
原
始
時
代
・

中
欧
・
近
世
・
近
代
・
現
代
、
別
巻

－
民
俗
・
自
然

◇
史
（
資
）
料
編
（
全
九
巻
）

始
古
代
・
中
世
・
近
世
－
２
・

ｌ
Ｃ
Ｍ

現
代

民
俗

文
化
財

―
原

近
代

編
さ
ん
の
組
織

〕
‥
編
さ
ん
の
大
綱
を
決
め
る
Ｉ
編
さ

ん
委
員
会

　
会
長
レ
内
田
喜
久
・
副
会
長
－
伊

藤
郷
平
（
前
愛
教
大
学
長
）
服
部
敏
郎

　
（
商
工
会
議
所
会
頭
）
・
委
員
－
太

田
進
（
市
議
会
議
長
）
大
郷
恒
夫
（

助
役
）
石
川
厳
夫
（
教
委
委
員
）
鈴

村
正
弘
（
教
介
長
）
犬
塚
藤
一
郎
（
総

代
会
連
協
会
長
）
中
西
正
雄
（
文
化

協
会
長
）
小
笠
原
健
治
（
小
中
校
長

会
長
）
清
水
孝
之
（
愛
知
芸
大
教
授
）

清
水
勝
忠
（
岐
阜
大
教
授
）
新
行
紀

一
　
（
愛
教
大
教
授
）
松
井
貞
雄
（
愛

教
大
教
授
）

圖
調
査
執
筆
さ
れ
る
編
集
・
調
査
委

員・
原
始
古
代
卜
斎
藤
嘉
彦
（
県
高
教

諭
）
荒
木
敏
夫
（
愛
教
大
講
師
）
ｉ

訓
査
委
貝
五
名
　
・
中
世
－
新
行
紀

　
一
　
（
愛
教
大
教
授
）
－
調
査
委
員
一
二

名
　
・
近
世
↓
９
水
　
昭
（
愛
教
大

教
授
）
－
調
査
委
貝
八
名
　
・
近
代

－
柵
田
雅
洋
（
愛
教
大
助
教
授
）
―

調
査
委
員
八
名
　
・
現
代
－
松
井
貞

雄
（
愛
教
大
教
授
）
－
調
査
委
員
八

名
　
・
民
俗
－
伊
束
　
宏
（
愛
数
大

付
属
高
教
諭
）
　
・
事
務
局
付
調
査

委
員
四
名
（
自
然
・
文
化
財
委
貝
は

未
定
、
そ
の
他
協
力
員
若
干
名
）

の
歴
史
を
か
え
る

一
枚
の
古
い
文
・　Ｗ

/iN

書
が

る
さ
と
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大
気
に
つ
い
て
の
苦
情
は
、
年
間
ト
七
件
あ
り
昭
和
五

十
年
度
と
比
べ
て
一
二
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少
を
み
て
い

ま
す
・
そ
の
内
容
は
、
工
場
の
作
業
に
伴
う
粉
じ
ん
、
屋

外
燃
焼
に
よ
る
ば
い
煙
が
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
一
年
八
月
六
地
点
、
昭
和
五
十
二
年
一
月
五

地
点
の
二
回
に
わ
た
り
、
二
酸
化
硫
黄
、
浮
遊
粉
じ
ん
、

二
酸
化
窒
素
、
一
酸
化
炭
素
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の

項
目
に
つ
い
て
、
大
気
汚
染
測
定
車
に
よ
る
測
定
を
県
に

依
頼
し
、
極
め
て
短
い
期
間
の
測
定
結
果
で
し
た
が
、
二

酸
化
窒
素
は
環
境
基
準
に
不
適
合
、
二
酸
化
硫
黄
に
つ
い

て
は
、
重
油
の
低
硫
賞
化
、
脱
硫
装
置
の
設
む
等
の
効
米

も
あ
っ
て
環
境
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。

●◇大気のよごれ

(ばい煙)

　ぞtｒヴｒｎ匹Xj
〇いおう酸化物

○ばいじん

○有害物質等

(カドミウム，塩素等)

ごじで)ダ澗濃゛)６

　　鼻
(自動車排出ガス)

⑤

●

○つ

Ｃ一酸化炭繁

Ｃチッソ酸化物

Ｃ炭化水素

〇鉛等

=測定結果表 ｜

- 4 ―

昭和51年度

(i

　　　　　　　　C§5や鼻などの帖膿への刺激

　　>＜　　　o気管支炎
Q11J万万6y7

o気瞥支ゼッック

　　　　　　　　Ｏ肺気腫等
■●･ ●●●･●●●¶■●●■●･●●●･●●●･･●●血･●●･･●●●･●●･I
謳

二T

………

215ぶlﾖ1,０金属の腐蝕

大
気
汚
染

Oil勧の汚れ

〇衣服の汚れ変色

48ll.'f|'r!13!!i続測定(1時|lllfit'i)

ぜ慨
　　Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ　　　I)　　Ｅ　　　Ｆ

康生町城北町本宿町明大寺町坂左右町大和町平均値

望ましい

基　準

二敵化竃素

　　(SOい

　　PPm

8月 0.035　0.013　0.020　0.021　0.019　0.017　0.019

0.041 J! －　　0.014　0.014　0.020　0.010　0.012　0.014

平均 －　　0.014　0.017　0.021　0.015　0.015　0.017

浮遊粉じん

　　(Dust /

8月 0.070　0.020　0.040　0.030　0.070　0.050　0.040

0.1１月 －　　0.050　0.040　0.040　0.010　0.060　0.040

mq／m' 平均 －　　0.035　0.040　0.035　0.040　0.055　0.040

二酸化硫黄

　　（NOJ

　　PPm

８月 0.054　0.029　0.032　0.027　0.021　0.019　0.029

0.021月 －　　0.042　0.040　0.042　0.024　0.029　0.035

平均 －　　0.036　0.036　0.035　0.023　0.024　0.032

一酸化炭棄

　　(CO)

　　PPm

８月 －　　2.2　　1.6　　2.3　　1.9　　1.9　2.0

10１月 －　　3.1　　1.9　　2.8　　1.7　　2.5　2.4

平均 －　　2.7　　1.8　　2.6　　1.8　　2.2　2.2

光化学

オキシダント
　　(OX)
　　PPm

８月 0.043　0.020　0.045　0.025　0.046　0.033　0.035

0.06＼月 －　　0.052　0.047　0.024　0.036　0.035　0.039

平均 －　　0.036　0.046　0.025　0.041　0.034　0.037
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岡崎墓園では小型・区画の

　墓地を造成しております

　
（
約
一
坪
）
の
増
設
を
ニ

造
成
計
画
し
、
来
る
十
⊇

り
の
使
川
開
始
を
め
ざ
し

工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す

　
明
る
く
環
境
の
よ
い
岡
。

墓
地
を
、
ご
利
用
く
だ
さ

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

申
し
込
み
先
　
や
す
ら
ぎ
Ｉ

　
事
務
所
【
電
話
に
よ
る
】

み
も
可
・
電
四
六
－
三
二
・

場
所
の
決
定
　
抽
選
に
よ
』

締
め
切
り
日
　
第
一
回
目

　
二
十
五
日
（
金
）

　
好
評
の
岡
崎
墓
園
で
は
、
ご
要
望

に
応
え
ま
し
て
、
今
回
新
ら
し
く
使

用
料
も
経
済
的
な
五
万
六
千
円
で
、

お
手
頃
な
二
型
墓
地
（
約
〇
・
五
坪
）

の
新
設
を
二
百
九
十
五
区
画
と
、
利

用
し
や
す
く
人
気
の
高
い
四
型
墓
地

｜
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主
催
　
岡
群
市
・
岡
崎
市
教
育
委
貝

　
会
・
岡
崎
市
民
運
勁
推
進
連
絡
協

　
議
会
ほ
か

後
援
　
愛
知
県
オ
リ
ェ
ン
テ
ー
リ
ン

　
グ
委
員
会
・
岡
崎
屯
城
ラ
イ
オ
ン

　
ズ
ク
ラ
ブ

日
時
　
十
二
月
十
一
日
（
日
）
小
雨

　
決
行

集
合
場
所
　
東
公
園
広
場

受
付
時
間
　
午
前
八
時
一
二
十
分
～
ト

　
時

競
技
形
式
’
「
個
人
」
お
よ
び
「
グ

　
ル
ー
プ
」
と
も
に
「
ポ
イ
ン
ト
Ｏ

　
Ｌ
」

参
加
資
格
　
男
女
年
令
を
問
わ
ず
健

申
込
方
法
　
官
製
ハ
ガ
キ
に
出
場
希

　
望
ク
ラ
ス
、
氏
名
（
グ
ル
ー
プ
は

　
メ
ン
バ
ー
も
記
人
）
、
住
所
、
年

　
令
、
電
話
番
号
を
記
人
し
申
し
込

　
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
場
所
　
岡
崎
巾
体
育
館
内
体
育

　
課
Ｏ
Ｌ
係
二
Ｔ
四
四
四
　
六
名
町

　
馬
畷
二
五
）

申
込
締
切
日
　
十
二
川
一
八
‐
（
土
）

　
く
わ
し
く
は
、
岡
崎
市
体
育
館
内

体
育
課
（
電
五
三
－
一
八
一
二
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
料

グループ |固　人 区

分その他言 その他
小中
学生

口
=J一
一
百

円
一帛

は
が
き
巾
込
古

Ｕ
its

円

一

一一

i'-’

円

当
口

申
込
古

｜

(個　人)

ク　ラ　ス 区　　　　分　　距離(＼m)

エリート 年令、性別、制限なし　　　　　８

冑　年　Ａ 16才以hの男子　　　　　　　７

肖　年．　Ｂ 16才以上の男子　　　　　　　５

壮　年　Ａ 35才以上の男子　　　　　　　６

壮　年　Ｂ 35才以hの男子　　　　　　　５

小中学生劣子 小中学生男子　　　　　　　４

女　子　Ａ 16才以上の女子　　　　　　　６

女　子　Ｂ 16才HI-の女子　　　　　　　４

小中学上女子 小中学生女子　　　　　　　４

エリート　経験きわめて豊富なかた
Ａ経験豊富なかた　B 初心者又は経験3 回程度のかた

　　　　クラス（グループ）

'/ う　大 区　　　　分　　　距離＼i皿l

- 般>J', r･ 164'以I:のリロづ)み　　　　　　７

一艇男女混介 16才n.[-.のりぽ混合　　　　　　６

女　　t｀ 16才以,[-.の女f･のみ　　　　　　５

家　　族 小幸上以ド又は50才以＼:の名を含む　５

小中学生 小中学叱のみ　　　　　　　　４

グループは２人vj人で榊成す乱扱

・
家
族
そ
ろ
っ
て
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

日内会

　
十
一
月
十
三
目
（
日
）
午

時
　
雨
天
の
場
合
は
十
一
月

‐
（
口
）

　
束
公
園
（
岡
崎
巾
欠
町
）

　
家
族
が
そ
ろ
っ
て
、
秋
の

を
散
策
す
る
オ
リ
ェ
ン
テ
ー

　
リ
ン
グ
大
会
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

　
ン
行
事
（
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
ゲ

　
ー
ム
な
ど
）

対
　
象
　
中
学
生
以
下
の
生
徒
、
児

　
童
お
よ
び
幼
児
と
そ
の
家
族

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
先
　
愛
知
県
西
三
河
労
政

　
事
務
所
（
電
二
二
―
一
四
六
一
二
）

　
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。



き
・
岡
崎
ク
ロ
ス

ざ

カ
ン
ト
リ
ー
大
会

か
　
期
　
日
　
十
一
月
十
九
日
（
土
）
午

お
　
　
後
二
時

市政だより

　　種走場

　　別路所

束
公
園

束
公
園
一
帯
の
コ
ー
ス

種　　別　　距離

１部 一般・高校生男子　6. Ok肌

２部 一般・高校生女子　2.2kin

３部 中掌生・男子　　2.2kin

４部 中学生・女子　　2. 21(1

目
１

昭和52年11月-
７

-

参
加
資
格
　
一
般
・
高
校
・
中
学
生

　
と
も
制
限
な
し
（
地
域
制
限
な
し
）

参
加
料
　
一
般
一
人
　
二
百
円
　
高

　
校
生
・
中
学
生
一
人
　
百
円

申
し
込
み
方
法
　
十
一
月
十
四
日
（

　
月
）
ま
で
に
、
岡
崎
市
体
育
館
内

　
体
育
課
（
六
名
町
馬
畷
二
五
）
へ

　
必
着
の
こ
と
。
た
だ
し
参
加
料
は

　
当
日
受
け
付
け
と
す
る
。

ﾀﾞ;

　
　
　
　
　
●

・
ス
ケ
ー
ト
教
室

募
集
人
員
　
「
子
供
」
は
初
、
中
級

　
と
も
に
六
十
名
、
「
親
子
」
は
二

　
十
五
組

参
加
資
格
　
「
子
供
」
は
小
中
学
校

　
の
男
女
児
童
生
徒
、
「
親
子
」
は

　
親
と
子
か
、
兄
姉
（
成
人
）
と
子

申
し
込
み
場
所
　
岡
崎
市
ス
ポ
ー
ツ

　
ガ
ー
デ
ン
。

会
費
　
「
子
供
」
は
一
二
千
円
、
「
親

　
子
」
は
二
人
で
五
千
円
。
大
人
一

　
名
追
加
三
千
円
、
小
人
一
名
追
加

　
二
千
円
（
い
ず
れ
も
貸
靴
代
を
含

　
み
ま
す
）

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
岡
崎
市
ス
ポ

ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
（
電
二
Ｉ
ニ
ー
一
九
一

七
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

回次
子供初級 子供中級

回次
観　子

月　日 珂　日 月　日

１回
U月IO・ 11

13・14 ･ 15日

11月17- 18

20・21 ■22日
１回

ｎ月25・26

27 ■28日

２回
12月8 ･ 9

11・12・13日

12月15・16

18・19・20日
２回

１月５・６

７・8 □

3|可
1 月i2 ■13

15・16・17日

1 月19・20

22・23・24日
3IeI

2 月17・IS

19・20日

４回
２月２・３

5-6・7日

2月9・10

12・13・14日 ノ５回
2月23・24

26 - 27・28日

3月2・３

５・６・７日

※雨天および･; ンクの状態により日程を変tることがありまt.
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岡

史
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市
内
洞
町

の
某
家

の
所
有
地
に石

道

祖
神
位
と
い
う
石
碑
が
あ
る
。
こ
れ

は
東
名
道
路
の
出
来
る
前
に
は
高
隆

寺
に
向
う
道
沿
い
に
在
っ
た
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
工
事
の
た
め
現
在
地

に
移
さ
れ
た
。
こ
の
地
方
に
と
っ
て

極
め
て
珍
し
い
石
神
で
あ
る
が
、
先

代
が
建
て
ら
れ
た
と
聞
い
た
の
で
、

そ
ん
な
に
古
い
も
の
で
は
な
い
。

　
道
祖
神
と
い
う
の
は
路
傍
に
建
て

ら
れ
る
石
神
の
一
種
で
、
石
に
「
逆

祖
神
」
の
文
字
を
刻
ん
だ
も
の
、
双

体
道
祖
神
（
関
東
・
中
部
に
分
布
）

と
云
っ
て
男
女
二
人
の
像
を
彫
っ
た

も
の
或
は
男
根
と
か
女
陰
の
形
を
し

た
石
等
、
そ
の
形
式
は
様
々
で
あ
る
。

要
す
る
に
路
傍
の
石
仏
の
よ
う
な
も

の
で
、
奥
一
二
河
以
西
に
は
兄
出
さ
れ

ず
、
あ
っ
て
も
極
く
隋
で
あ
る
か
ら
、

前
記
洞
町
の
道
祖
神
の
文
字
碑
は
大

変
珍
し
い
も
の
と
云
っ
て
よ
い
と
思

う
。
た
だ
市
内
に
古
く
千
社
札
に
ま

で
な
っ
た
男
根
碑
が
滝
の
万
松
寺
の

門
前
に
在
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
も
作

意
が
多
く
、
そ
の
ま
ま
道
祖
神
と
云
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３
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市
内
八
帖
の
諏
訪
神
社

に
は
同
じ
町
内
に
社
宮
祠

　
（
し
や
ぐ
じ
）
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ

り
、
川
を
越
え
・
た
上
六
名
町
に
は
社

口
（
し
や
ぐ
ち
）
と
い
う
地
名
が
あ

っ
て
、
こ
れ
は
共
に
信
州
諏
訪
大
社

と
深
い
関
係
に
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
御

左
口
（
ミ
シ
ャ
グ
チ
）
信
仰
の
名
残
り

と
推
察
さ
れ
る
。
ミ
シ
ヤ
グ
チ
神
と

は
一
体
何
な
の
か
、
ま
だ
よ
く
解
明

さ
れ
て
い
な
い
が
、
石
祠
に
繩
文
期

の
石
捧
や
石
臼
を
祀
っ
て
あ
る
場
合

が
多
い
。
こ
れ
は
男
根
女
陰
の
意
味

を
も
つ
も
の
と
思
う
が
、
木
や
石
を

依
り
代
と
し
て
神
が
そ
れ
に
宿
る
と

古
く
か
ら
信
ぜ
ら
れ
て
い
る
た
め
で

あ
ろ
う
。

　
現
在
市
内
伊
賀
町
に
石
神
（
い
し

が
み
）
の
地
名
の
あ
る
と
こ
ろ
を
み

て
も
、
か
っ
て
は
岡
崎
と
も
こ
う
し

た
俗
信
の
石
祠
が
路
傍
に
た
く
さ
ん

あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た

だ
蓬
生
、
切
越
、
秦
梨
方
向
に
ミ
シ

ヤ
グ
チ
と
称
せ
ら
れ
る
石
神
が
現
存

す
る
そ
う
だ
が
、
明
治
維
新
の
神
恪

明
徴
方
針
か
ら
淫
祠
風
の
ミ
シ
ャ
グ

チ
さ
ん
や
逆
祖
神
な
ど
は
パ
ー
ジ
に

か
け
ら
れ
、
岡
崎
で
は
一
応
一
掃
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
前
記
洞
町
か
ら
は
現
在
本
宿
の
法

蔵
寺
所
蔵
の
銅
鐸
（
昭
和
三
十
五
年

県
指
定
文
化
財
）
が
江
戸
期
に
出
土

し
た
が
、
こ
の
地
は
古
代
出
雲
族
の

カ
モ
氏
と
関
係
が
あ
り
、
ミ
シ
ャ
グ

チ
神
も
出
雲
系
海
人
族
の
信
仰
と
も

推
考
さ
れ
る
の
で
、
伊
勢
か
ら
伊
那

谷
を
経
て
信
濃
の
国
に
北
上
し
た
天

白
信
仰
（
神
体
が
こ
れ
も
石
？
）
と

の
関
係
に
於
て
調
査
を
要
す
る
。

　
因
に
東
京
に
石
神
井
（
し
や
ぐ
じ

い
）
と
い
う
所
も
あ
り
、
シ
ャ
グ
ジ

は
「
石
神
」
か
ら
来
た
も
の
と
い
う

説
も
あ
る
。

岡
崎
市
文
化
財
ほ
護
審
議
会
委
貝

　
　
　
　
　
田
　
口
　
城
　
一



－８－

　
勤
労
者
の
マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
り
を
　
所

促
進
す
る
た
め
、
自
己
の
住
宅
を
建
　
　
　
】

設
す
る
敷
地
の
購
人
を
希
望
す
る
勤

労
者
の
か
た
に
、
次
の
要
領
に
よ
り

宅
地
を
分
譲
し
ま
す
。

所
在
地
お
よ
び
も
よ
り
の
施
設

‐
大
門
町
地
内
の
岡
崎
都
市
計
画
中

部
土
地
区
画
整
理
事
業
　
第
百
十
六

プ
ロ
ッ
タ
ー
ロ
ッ
ト
（
案
内
図
は
別

記
の
と
お
り
で
す
）

□
大
門
小
学
校
・
：
束
約
一
二
百
メ
ー
ト

ル目
大
樹
寺
ほ
育
園
・
：
束
約
千
八
百
メ

ー
ト
ル

四
名
鉄
バ
ス
停
「
岩
津
百
々
」
・
：
東

約
千
八
百
メ
ー
ト
ル

宅
地
の
数

　
十
五
宅
地
（
区
画
図
は
別
記
の
と

お
り
で
す
）

宅
地
の
面
積
お
よ
び
分
譲
価
額

‐
宅
地
の
而
積

１
３
４
.
３
０
　
ｍ
’
（

４
０
.
６
２
１
＾
）
~
１
４
８
.
４
６
.

ｎ
ｆ

（
４
４
.
９
０
１
ｆ
）

口
分
譲
価
額

２
｡
９
７
３
｡
３
０
０
１
'
]
-
３
｡
４
５
２
｡
８
０
０
Ｒ

申
し
込
み
の
受
付

‐
巾
込
川
紙
の
交
付
期
間
お
よ
び
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
四
日
か
ら

岡
崎
市
土
地
開
発
公
社
（
岡
崎
市
役

所
四
階
企
画
課
内
）
お
よ
び
岡
崎
巾

役
所
各
支
所

□
中
込
受
付
期
間
お
よ
び
場
所

　
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
ト
五
日
？

二
十
五
日
　
岡
崎
市
土
地
開
発
公
社

日
巾
込
川
紙
の
交
付
お
よ
び
受
付
の

時
間
（
日
咄
日
お
よ
び
祝
日
は
除
く
）

　
平
　
‥
日
　
午
前
八
吐
二
十
分
？
午

　
　
　
　
　
後
五
時

　
土
曜
日
　
午
前
八
時
一
二
十
分
～
正

　
　
　
　
　
午

申
込
者
の
資
格

　
賃
金
、
給
与
な
ど
に
よ
っ
て
生
活

を
し
て
い
る
勤
労
者
で
次
の
条
件
を

術
え
て
い
る
か
た
に
限
り
ま
す
。

‐
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
成
年
者
（

禁
治
産
者
お
よ
び
準
禁
治
産
者
、
又

は
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者
を
除

く
。
）

口
岡
崎
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る

曰
自
己
の
所
有
す
る
宅
地
、
又
は
住

宅
が
な
く
住
宅
を
姓
設
す
る
敷
地
の

必
娑
な
か
た

分
譲
の
条
件

‐
宅
地
分
譲
契
約
締
結
後
四
年
以
内

に
住
宅
を
建
設
し
て
、
そ
の
住
宅
に

居
住
で
き
る
こ
と

口
土
地
代
金
の
支
払
い
お
よ
び
住
宅

建
設
資
金
の
調
違
が
可
能
な
こ
と

曰
中
込
水
‥
に
虚
偽
の
小
項
が
あ
っ
た

り
、
契
約
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き

は
、
契
約
価
額
で
買
戻
し
を
行
い
ま

す
。

申
し
込
み
の
方
法

日
中
し
込
み
は
、
一
敗
帯
一
宅
地
と

し
ま
す
。
（
違
反
の
と
き
は
失
格
と

な
り
ま
す
）

口
中
込
轡
は
、
本
人
又
は
家
族
の
か

た
が
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
郵

便
に
よ
る
巾
し
込
み
は
、
受
‐
付
け

し
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
な
ど

］
」
宅
地
分
譲
申
込
書

口
住
民
票
の
写
し
（
世
帯
全
員
の
も

の
）

目
勤
務
先
証
明
μ

四
印
鑑

譲
受
人
の
決
定

　
二
人
以
上
の
巾
し
込
み
の
あ
っ
た

宅
地
は
、
抽
せ
ん
で
決
定
し
ま
す
。

‐
抽
せ
ん
日
時
　
昭
和
五
十
二
年
十

二
月
八
日
午
後
二
時

口
場
所
　
市
役
所
六
階
大
会
議
室

０
補
欠
を
一
名
定
め
、
当
選
者
が
権

利
を
放
棄
又
は
失
格
し
た
と
き
は
繰

り
上
げ
ま
す
。

四
申
込
者
に
は
、
抽
せ
ん
の
結
果
を

通
知
し
ま
す
。

　
　
　
　
●

分
譲
契
約
の
締
結
お
よ
び
代
金
の
納

入　
蔽
受
人
と
決
定
し
た
日
か
ら
十
日

以
内
に
分
譲
契
約
を
締
結
し
、
そ
の

時
分
撰
価
額
の
十
分
の
一
以
上
の
額

を
支
払
い
、
残
額
は
六
十
日
以
内
の

支
払
い
と
し
ま
す
。

土
地
所
有
権
の
移
転
お
よ
び
登
記

‐
土
地
の
所
有
権
は
、
分
譲
代
金
完

済
後
直
ち
に
引
渡
し
ま
す
。

□
土
地
の
所
宥
轍
移
転
登
記
は
、
土

地
区
画
整
理
法
に
基
づ
く
事
業
完
了

の
際
、
一
括
し
て
行
い
ま
す
。
そ
れ

ま
で
は
抵
当
権
の
設
定
は
で
き
ま
せ

ん
。

諸
経
費

　
契
約
書
の
作
成
、
登
記
小
務
な
ど

に
要
す
る
費
川
お
よ
び
所
有
椛
移
転

後
の
公
租
、
公
課
は
す
べ
て
譲
受
人

の
負
担
で
す
。

そ
の
他

‐
敷
地
の
土
盛
は
原
則
と
し
て
で
き

ま
せ
ん
。

口
電
柱
お
よ
び
支
線
の
位
祓
を
変
更

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
（
区
画

割
図
に
表
示
）

曰
土
地
の
引
渡
し
の
後
、
住
宅
を
建

築
す
る
ま
で
の
閻
は
、
特
に
資
任
を

も
っ
て
土
地
を
管
理
し
、
雑
草
を
は

や
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
岡
崎
市
上
地
開
発

公
社
（
電
一
三
丁
六
〇
一
二
四
）
へ
お

問
い
介
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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國
國
翁
國
國
謐

　
保
留
地
予
定
地
を
一
般
競
争
入
札

に
よ
り
処
分
し
ま
す
。

保
留
地
予
定
地
の
処
分
を
行
う
組
合

①
岡
崎
若
松
土
地
区
画
整
理
組
合

②
岡
崎
広
田
土
地
区
画
整
理
組
合

入
開
札
の
場
所
と
日
時

①
岡
崎
若
松
土
地
区
画
整
理
組
合

　
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
二
十
日

　
（
日
）
荒
薙
教
岡
崎
支
部

②
岡
崎
広
田
土
地
区
画
整
理
組
合

　
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
二
十
七
日

　
（
日
）
　
美
合
公
民
館

◇
入
札
　
午
前
十
時
～
十
二
時

◇
開
札
　
入
札
締
め
切
り
後
直
ち
に

　
　
　
　
行
い
ま
す
。

入
札
保
証
金

　
　
一
筆
に
つ
き
十
万
円
（
落
札
を
し

な
か
っ
た
か
た
の
保
証
金
は
、
お
返

し
い
た
し
ま
す
）
午
前
十
時
よ
り
受

け
付
け
（
一
人
一
筆
）

そ
の
他

①
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
か
た

は
、
現
地
に
案
内
の
立
看
板
が
あ
り

ま
す
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②
入
札
当
日
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

③
落
札
者
に
は
、
保
留
地
予
定
地
売

を
処
分
し
ま
す

却
決
定
通
知
書
に
よ
り
通
知
し
ま
す

の
で
、
そ
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら

五
日
以
内
に
売
買
契
約
を
締
結
し
、

同
時
に
契
約
金
額
の
百
分
の
二
十
に

相
当
す
る
額
の
契
約
保
証
金
を
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
売
買
代

金
の
納
人
期
日
は
、
売
買
契
約
を
し

た
日
か
ら
一
二
十
日
以
内
で
す
。

　
た
だ
し
、
岡
崎
若
松
土
地
区
画
整

理
組
合
保
留
地
予
定
地
の
内
、
整
理

番
号
一
二
番
～
十
番
に
つ
い
て
は
、
国

土
利
用
計
画
法
第
二
十
一
二
条
に
該
当

し
ま
す
の
で
、
昭
和
五
十
ご
一
年
一
月

五
日
か
ら
九
日
ま
で
の
間
に
契
約
を

締
結
し
、
同
時
に
売
却
金
額
の
金
額

を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

④
保
留
地
予
定
地
の
所
有
権
移
転
登

記
は
、
換
地
処
分
に
伴
う
登
記
の
完

了
後
一
括
し
て
行
い
ま
す
。
そ
れ
ま

で
保
留
地
予
定
地
に
抵
当
権
等
は
設

定
で
き
ま
せ
ん
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
組
合
事
務
所

　
（
岡
崎
市
役
所
開
発
指
導
課
内
、
電

二
三
－
六
二
六
六
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

岡崎市岡崎市竜美ケ丘土地区画整理

事業の事業計画変更書の縦らん

　縦覧期間　昭和52年11月１ロ

　　~11月14日
　縦覧時間　午前8時30分~午

保留地予定地の処分最低価額

岡崎若松土地区画整理組合

問

番号

位　　置 而　　　禎 3.3㎡当り

価　　格
最低価額 備　考

ブロック ロット ｍ 坪

１ 1　　　3　　　　140.66　　　42.54　　　108,000　　　4, 594.320

２ 32　　　2　　　　153.58　　　46.45　　　103,000　　　4,784,350

３ 14　　1－3　　　257.76　　　77.97　　　　98,000　　　7,641, 060 国土利用計画
法第23条該当

４ 14　　1 －4　　　257.76　　　77.97　　　98,000　　　7,641, 060

５ 14　　1 －5　　　257.76　　　77.97　　　98,000　　　7,641, 060

６ 14　　1－6　　　257.76　　　77.97　　　　98,000　　　7,641,060

７ 14　　　9　　　　284.24　　　85.98　　　95.000　　　8,168.100

８ 14　　　10　　　236.28　　　71.47　　　　95,000　　　6,789. 650

９ 14　　　11　　　　236.28　　　71.47　　　　95, 000　　　6.789.650

10 14　　　12　　　　236.28　　　71.47　　　　95, 000　　　6,789,650

　後5時

縦覧場所　岡崎市役所開発部

　開発指導課（電23－6485）



-

11－　昭和52年11月1日

岡崎広田土地区画整理事業

　　保留地予定地位置図

　　　｢案内図｣

至名占
χ＼

　大T-t輿

Vi-:;!
郡

　
　
ｊ

。
訂
り

　　　　　市政だより　　お　か　ざ　き

岡崎若松土地区画整理事業

　　　　保留地予定地位置図

　
　
ｉ

／
ゴ
ー

口: 事窓区域

μ.'崎T.裏高段

岡崎広田土地区画整理組合

｜

保留地予定地の処分最低価額

図面
皿

位　　置 而　　　　債 3.3 nf当り

価　　隋
最低価額

ブロック ロット ㎡ 坪

１ 2　　　2　　　　141.84　　　　42.90　　　　　76,000円　　　　3,260,400円

２ 3　　　2　　　　226.35　　　　68.47　　　　　79,000　　　　　5, 409,130

３ 3　　　13　　　　230.54　　　　69.73　　　　　94,000　　　　　6,554. 620

４ 3　　　14　　　　230.71　　　　69.78　　　　　94,000　　　　　6,559,320

５ 6　　　5　　　　255.70　　　　77.34　　　　　79,000　　　　　6,109, 860

６ 6　　　6　　　　244.61　　　　73.99　　　　　79.000　　　　　5,845. 210

７ 6　　　7　　　　271.31　　　　82.07　　　　　77,000　　　　　6,319.390

８ 7　　　5　　　　198.20　　　　59.95　　　　　93,000　　　　　5,575､350

９ 7　　　6　　　　198.45　　　　60.03　　　　　93,000　　　　　5,582､790

10 7　　　13　　　　196.76　　　　59.51　　　　　95,000　　　　　5､653,450

11 7　　　14　　　　194.76　　　　58.91　　　　　97,000　　　　　5,714,270

12 8　　　6　　　　189.27　　　　57.25　　　　　93,000　　　　　5. 324,250

13 8　　　7　　　　187.57　　　　56.73　　　　　93,000　　　　　5,275,890

14 8　　　10　　　　187.57　　　　56.73　　　　　95,000　　　　　5. 389,350

15 9　　　4　　　　212.38　　　　64.24　　　　　94,000　　　　　6,038,560

16 9　　　5　　　　212.38　　　　64.24　　　　　94, 000　　　　　6, 038,560

17 9　　　H　　　　184.63　　　　55.85　　　　　97, 000　　　　　5,417,450

18 9　　　12　　　　184.63　　　　55.85　　　　　97,000　　　　　5,417,450

19 9　　　13　　　　184.63　　　　55.85　　　　　97, 000　　　　　5,417,450

20 10　　　3　　　　176.15　　　　53.28　　　　　95,000　　　　　5,061,600
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岡
崎
市
内
の
身
体
障
害
者
の
か
た

た
ち
が
余
暇
を
利
川
し
、
趣
味
で
作

り
あ
げ
た
作
品
の
数
々
を
展
示
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
障
害
者
の
か
た
が

利
用
す
る
補
装
具
の
相
談
（
修
理
）

コ
ー
ナ
ー
と
日
常
生
活
自
助
共
の
展

示
も
合
せ
て
行
い
ま
す
。

日
　
時
　
十
一
月
十
四
日
’
‘
十
八
日

　
午
前
八
時
三
十
分
’
‘
午
後
五
時

場
　
所
　
岡
崎
市
役
所
正
面
玄
関
ホ

　
ー
ル

出
品
種
目
　
日
本
画
・
洋
画
・
彫
塑
・

　
工
芸
・
写
真
・
商
業
美
術
・
書
逆

そ
の
他
　
相
談
コ
ー
ナ
ー
・
自
助
具

　
展
は
十
一
月
十
四
日
・
十
五
日
の

　
二
日
間
で
す
。

「
‐
－
１
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ

- - --

‐
１
Ｊ

個
人
事
業
税
は
納
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

ｒ
‐
1
1
1
1
‐
－

‐
1
1
1
1
1

　
昭
和
五
十
二
年
度
の
個
人
事
業
税

第
二
期
分
の
納
期
は
、
十
一
月
十
五

日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

　
な
お
、
個
人
事
業
税
の
納
税
に
は
、

あ
な
た
の
預
金
口
座
か
ら
納
期
限
に
、

自
勁
的
に
、
確
実
に
納
税
で
き
ま
す

口
座
振
替
に
よ
る
、
納
税
制
度
を
御

利
川
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
制
度
の
利
川
を
御
希
望
の
か

た
は
、
あ
な
た
の
預
金
口
座
に
使
川

さ
れ
て
い
る
印
鑑
を
、
取
引
の
金
融

機
関
か
、
西
三
河
事
務
所
税
務
課
へ

持
参
さ
れ
、
そ
の
旨
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

市
営
住
宅
空
家
の

　
　
　
入
居
者
募
集

‐
１
１
１

　
昭
和
五
十
一
二
年
一
月
一
日
か
ら
同

六
月
一
二
十
日
ま
で
に
、
空
家
と
な
る

巾
営
住
宅
の
入
居
予
定
者
を
、
次
に

よ
り
募
集
い
た
し
ま
す
。
巾
込
資
格
、

中
込
方
法
等
の
詳
細
は
、
十
一
月
十

五
日
発
行
の
「
市
政
だ
よ
り
」
で
お
知

●

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

申
込
用
紙
の
交
付
　
十
一
月
十
八
日

　
上
一
十
四
日
　
住
宅
課
お
よ
び
各

　
支
所

申
込
受
付
　
十
一
月
二
十
一
日
九
一

　
十
五
日
　
住
宅
課

市
営
住
宅
仁
木
荘

　
現
在
建
設
中
の
市
営
住
宅
仁
木
荘

　
（
第
一
種
中
層
耐
火
構
造
五
階
建
）

九
十
戸
の
入
居
者
募
集
に
つ
い
て
市

政
だ
よ
り
で
、
近
々
掲
載
し
ま
す
。

縦
覧
の
お
知
ら
せ

　
岡
崎
都
市
計
画
中
部
土
地
区
両
整

理
事
業
の
事
業
計
画
変
更
案
の
縦
覧

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

期
　
問
　
十
一
月
一
口
？
十
四
日

　
（
午
前
八
時
三
十
分
’
‘
午
後
五
時
）

場
　
所
　
区
画
整
理
課

内
　
容
　
第
二
工
区
、
事
業
完
了
に

　
伴
う
公
共
施
設
の
軽
微
な
変
更
、

　
公
共
用
地
等
の
面
積
確
定
に
よ
る

　
地
積
の
軽
微
な
変
更

　
二
、
六
〇
〇
万
人
の

　
　
　
　
国
民
年
金

　
国
民
年
金
の
加
入
者
は
二
千
六
百

万
人
を
こ
え
、
日
本
の
総
人
口
の
四

分
の
一
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
加
入
期
間
は
、
二
十
歳
か
ら
六
十

歳
未
満
ま
で
。
ま
た
、
被
用
者
年
金

に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
退
職
し
た

と
き
か
ら
国
民
年
金
に
加
人
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
に
は
、
老
齢
年
金
、
通

算
老
齢
年
金
、
障
害
年
金
、
母
子
年

金
、
準
ほ
子
年
金
、
遺
児
年
金
、
寡

婦
年
金
の
七
つ
の
年
金
と
死
亡
一
時

金
が
あ
り
ま
す
。

　
傑
険
料
は
定
額
で
、
月
額
二
千
二

百
円
で
す
。
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
人
や
、
家
計
が
苦
し
い
人
は
、
保

険
料
が
免
除
さ
れ
る
仕
組
み
も
あ
り

ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
社
会
課
年
金

係
（
電
二
三
上
ハ
ー
七
一
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
〔
年
金
の
テ
レ
ビ
広
報
番
組
〕

番
組
タ
イ
ト
ル
　
「
き
ょ
う
の
健
康

　
あ
す
の
年
金
」

放
送
局
　
東
海
テ
レ
ビ

日
　
時
　
十
一
月
四
日
、
十
一
日
、

　
十
八
口
、
二
十
五
日

時
　
問
　
午
前
七
時
”
七
時
十
五
分

制
度
融
資
金
利
引
き

　
　
下
げ
の
ご
案
内
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一
日
版
画
教
室

－
岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館

版
画
を
作
っ
て
年
賀
状
を
刷
り
ま

　講　内場　日
諭　　を　　　午
一師使容所後時

　
十
一
月
二
十
七
日
（
日
）

一
時
～
午
後
四
時

　
岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館

　
ゴ
ム
版
画
（
一
部
紙
版
画

い
ま
す
）

　
古
橋
　
陸
典
（
井
田
小
数

受
講
料
　
教
材
費
と
し
て
一
二
百
五
十

　
円
が
必
要
で
す
。

資
　
格
　
市
内
在
住
、
又
は
在
勤
の

　
婦
人
（
学
生
を
除
く
）

申
し
込
み
方
法
　
官
製
往
復
は
が
き

　
に
①
一
日
版
画
教
室
②
住
所
③
氏

　
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
。
十
一

　
月
十
五
日
（
当
日
消
印
有
効
）
ま

　
で
に
岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館
（
伊

　
賀
新
町
十
の
一
二
）
へ
申
し
込
ん
で

　
く
だ
さ
い
。
定
員
を
越
え
た
場
合

　
は
抽
選
い
た
し
ま
す
。

定
　
員
　
五
十
名

昭
和
五
十
三
年
年
賀

は
が
き
の
発
売

　
元
旦
に
配
達
さ
れ
る
年
賀
状
は
、

ど
こ
の
御
家
族
に
と
っ
て
も
う
れ
し

い
も
の
で
す
。

発
売
日
　
十
一
月
七
日
（
日
）

種
　
類
　
二
十
円
・
二
十
一
円
（
寄

　
附
金
つ
き
）



　
　
　
本
市
制
度
融
資
の
金
利
引
き
下
げ

き
　
を
、
前
記
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま

ざ
　
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
商
工
課
（
電

力
　
二
三
ト
六
二
Ｉ
四
・
六
二
Ｉ
五
）
　
へ

お
　
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

市政だより日１

昭和52年11月
-13-

自
動
車
を
お
持
ち
の

皆
様
へ
の
お
願
い

交
通
情
勢
調
査
に

　
　
　
　
協
力
を
が
‥

オ
ー
ナ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
Ｏ
Ｄ
調
査

調
査
日
　
十
一
月
中
旬

調
査
地
域
　
県
下
全
般
（
名
古
屋
市

　
内
は
名
古
屋
市
が
調
査
）

講
習
日
　
第
一
種
　
昭
和
五
十
三
年

　
一
月
十
八
・
十
九
・
二
十
日
　
第

　
二
種
　
昭
和
五
十
三
年
一
月
二
十

　
四
・
二
十
五
・
二
十
六
日

講
習
場
所
　
愛
知
県
産
業
貿
易
会
館

　
西
館
大
会
議
場
（
名
古
屋
市
中
区

　
丸
の
内
二
丁
目
）

申
し
込
み
期
日
　
昭
和
五
十
二
年
十

　
一
月
十
四
日
’
ｔ
十
八
日

申
し
込
み
先
　
愛
知
県
市
町
村
会
館

　
二
階
　
愛
知
県
消
防
設
備
安
全
協

　
会
（
郵
送
可
）

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
消
防
本
部
予

防
課
（
電
二
Ｉ
Ｉ
五
一
五
一
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

防
火
管
理
者
講
習
会

　
　
　
　
の
開
催

調
査
対
象
　
軽
三
輸
車
以
上
か
ら
約
　
日
　
時
　
十
一
月
十
五
目
（
火
）

　
三
万
二
千
台
抽
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
六
目
（
水
）
午
前
九
時
～
午
後

方
法
　
調
査
貝
に
よ
る
家
庭
訪
問
調
　
　
四
時

　
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
　
場
　
岡
崎
市
北
部
公
会
堂
（
井

内
容
　
出
発
地
・
目
的
地
・
巡
行
目
　
　
田
町
一
丁
目
一
〇
九
）

　
的
等
一
日
の
運
行
状
況
な
ど
を
調
　
内
　
容
　
防
火
管
理
全
般
、
消
防
関

　
査
す
る
。

　
調
査
の
対
象
に
選
ば
れ
た
車
を
所

有
さ
れ
る
か
た
は
、
係
員
が
お
宅
に

お
伺
い
し
て
調
査
票
の
記
入
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
設
備
点
検

　
資
格
者
講
習
会

　
　
　
　
　
開
　
催

　
係
法
令
、
実
習
等

申
込
方
法
　
十
一
月
十
日
（
木
）
ま

　
で
に
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　
記
入
し
講
習
費
を
添
え
て
、
消
防

　
本
部
予
防
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。
中
込
書
は
消
防
本
部
予
防

　
課
に
あ
り
ま
す
。

※
予
定
人
員
（
百
二
十
名
）
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

講
習
費
　
一
人
　
千
五
百
円
（
資
料

　
等
実
賞
）

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
消
防
本
部
予

防
課
（
電
二
Ｉ
Ｉ
五
一
五
二
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

万
一
に
備
え
県
民
共
済

に
加
入
し
ま
し
ょ
う

火
災
共
済

　
一
年
間
百
七
十
円
（
一
般
住
宅
）

の
安
い
掛
金
で
、
十
万
円
の
損
害
補

償
を
し
ま
す
。
加
入
は
、
動
産
、
不

動
産
併
せ
て
一
世
帯
最
高
五
百
万
円

　
（
五
十
口
）
ま
で
契
約
で
き
ま
す
。

生
命
共
済

◇
効
力
発
生
　
中
し
込
み
月
の
翌
月

　
一
日
か
ら
効
力
が
発
生
し
ま
す
。

　
（
毎
月
二
十
日
ま
で
の
申
し
込
み

｜

｜

　
者
に
限
る
）

◇
契
約
期
間
　
一
年
間

◇
加
入
資
格
と
条
件
①
年
齢
が
十

　
四
歳
六
ヵ
月
以
上
六
十
五
歳
六
ヵ

　
月
未
満
の
か
た
　
②
無
診
査
。
た

　
だ
し
、
効
力
発
生
前
日
に
お
い
て

　
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
か
た
（
医

　
師
の
診
断
に
よ
る
）
、
又
は
受
傷
し

　
て
い
る
か
た
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

◇
利
益
配
当
金
　
一
年
ご
と
に
収
支

　
計
算
を
行
い
、
剰
余
金
は
配
当
余

　
と
し
て
お
返
し
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
消
防
本
部
庶
務
課
（
電
二
Ｉ
Ｉ
五

一
五
一
内
線
一
二
四
こ
二
五
）
へ

Illttllllllllllllllllll|innlllllllltllinilllMIIMIlMIIIIIMIMIIIIIKIIIIIIIIINIIIinilllllllMiillllltllNtlllinilll lllllNIIIIIIII

づ２･がこ４

自
衛
隊
生
徒
募
集

･汐≒斗

受
　
付
　
十
一
月
一
日
’
ｌ
十
二
月
二

　
十
三
日

資
　
格
　
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日

　
現
在
十
五
歳
以
上
十
七
歳
未
満
の

　
日
本
国
籍
を
有
す
る
男
子
、
中
学

　
校
を
卒
業
又
は
昭
和
五
十
三
年
三

　
月
卒
業
兄
込
み
の
者

一
次
試
験
　
昭
和
五
十
三
年
一
月
五

合
格
後
の
待
遇
　
・
四
年
間
の
教
育

　
で
高
卒
の
資
格
取
得
　
・
在
学
問

　
隊
内
生
活
（
生
活
費
・
衣
食
住
等

　
国
の
負
担
）
で
階
級
に
応
ず
る
給

　
与
支
給
（
一
年
生
で
七
万
五
千
七

　
百
円
）
一
四
年
修
了
吐
二
等
陸
・

　
海
・
空
曹
に
任
官

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
行
政
課
（
電

二
一
二
ｊ
六
〇
三
九
）
又
は
自
術
隊
岡

崎
出
張
所
（
電
二
Ｉ
Ｉ
七
三
〇
三
）

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

作
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
募
集

･が２･が２

応
募
資
格
　
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳

　
未
満
、
高
校
卒
業
以
上
の
学
力
を

　
有
す
る
か
た
。

締
め
切
り
期
日
　
十
二
月
十
日

申
し
込
み
先
　
蒲
郡
競
走
場
（
電
○

　
五
三
三
－
六
七
－
六
六
〇
六
）
又

　
は
愛
知
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

　
会
（
電
○
五
三
二
上
八
八
－
二
五

　
一
二
〇
）

く
だ
さ
い

交
礼
会
を
開
催
し
ま
す

ぞ
っ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

新
春
を
迎
え
る

新
年
交
礼
会
を

ん
多
数
お
申
し
込
み

新
年
交
礼
会
開
催
要
項

日
　
時
　
昭
和
五
十
三
年
一
月
一
日

　
午
前
十
一
時

会場

費所
岡
崎
市
民
会
館
（
六
供
町
）

　
一
人
二
百
円
（
会
費
は
お

　
申
し
込
み
と
同
時
に
納
人
し
て
く

　
だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
会
場
で
交

礼
名
刺
帳
を
差
し
上
げ
ま
す
。
）

申
し
込
み
先
　
岡
崎
市
役
所
市
長
公
一

　
室
秘
書
課
又
は
岡
崎
商
工
会
議
所

　
　
　

申
し
込
み
期
限
　
十
一
月
二
十
五
日
一

申
し
込
み
方
法
　
お
申
し
込
み
は
、
　
　
　

　
交
礼
名
μ
破
を
作
成
す
る
た
め
、
一

　
所
属
（
官
公
庁
、
団
体
、
会
社
、

　
　
　

　
町
名
等
）
お
よ
び
氏
名
を
記
し
た
Ｉ

　
文
書
に
会
費
を
添
え
て
お
中
し
込
　
　

　
み
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
く
わ
し
く
は
、
市
長
公
室
秘
書
課
‘

　
（
電
二
三
上
ハ
○
一
〇
）
又
は
岡
崎
・

商
工
会
議
所
（
電
五
三
ト
六
一
六
こ

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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火
災
の
多
い
季
節
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
市
内
二
十
消
防
団
の
精
鋭
が

四
ブ
ロ
ッ
ク
に
別
れ
、
部
隊
訓
練
・

ポ
ン
プ
操
法
お
よ
び
消
防
機
械
器
肪

に
つ
い
て
、
市
長
の
観
閲
を
受
け
る

と
と
も
に
、
市
民
の
災
害
防
護
の
意

識
を
高
揚
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り

挙
行
い
た
し
ま
す
の
で
、
多
数
見
学

く
だ
さ
る
よ
う
お
順
い
い
た
し
ま
す
。

　
当
日
、
午
前
六
時
に
消
防
団
員
の

召
集
訓
練
を
す
る
た
め
、
演
習
召
集

信
号
を
吹
打
哨
い
た
し
ま
す
の
で
、

実
火
災
と
問
違
い
の
な
い
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
消
防
団
員
が
集
結
す
る
た

め
火
の
元
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
、

火
災
予
防
に
御
協
力
く
だ
さ
る
よ
う

ぉ
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
余
い
ん
防
止
付
サ
イ
レ
ン
信
号

　
　
吹
鳴
　
　
　
　
　
吹
鳴

　
　
で
（
停
　
止
）
●
ト
ト
ト
ー

　
　
（
約
十
五
秒
）
（
約
六
秒
）

◆
打
鐘
信
号

　
　
●
　
　
１

　
　
一
点
と
三
点
の
斑
打

火施

日時

11 H 6 IJ IIJ) 11 11 13 IJ (H)

９　　時 14　時 ９　　時 14　畔

ｸﾞ陥 北部ブa ック 中部ブロック 東部ブロック 削

場

所

市立葵中学枚

　　　グランド

昨立葵中平校
　　　体冑館）

関崎公園

　　グランド

IM竣三鳥'}■学校
　　　体m

市立芙(II中学校

　　　グランド

l■>n美'II'I'乍校
　　　体燈創

市立岡崎小学絞

　　　グランド

u＼泣撰小学栓
　　　mm.)

消

防

団

名

広帖消防団

常磐　zy

岩津〃1/

連尺消防団

怖聞　〃

恨石　j/

三恥　jj

六名　y「

矢作　々

美合消防回

狗川　々

逝谷　iy

蒔川　が/

山巾　･･

本宿　j/

河合　/Z

羽讃mm

岡崎　/y

柵isi　/y

六ツ美　〃

Ｈ 608人 54 8人 539 人 388人

m

S具

ﾎﾟﾝﾌﾟri町ﾎﾟT台

議概･|< 5台

小型ポン7 29台

ポンプ自釧i11台

･j｢ヽ型ボン715台

ポンプri几･If7台

抽歓･□HtS

･;ヽ型ポンプ30台

ポンプ討腫7台

■)･祭ポ>プ17台

※（　）内は、雨天時に実施する場所

巡回商工相談

・
商
工
業
者
の
み
な
さ
ん
の
経
営
上
の
諸
問
題
を
解
消
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
次
の
と
お
り
各
極
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

日　　　　　　　時 場　　　　所 相談内容 担　当　者

11月10日(木)
午前９時30分～正午 碧信中島支店

経営・金融相談
岡崎f|-j|Vfi工課職員

川崎商工会議所

経営指導U

午後１時　～4 時 六ツ美市民センター

ｎ月24日(木)
午前9時30分～正午 市役所東部支所

午後i時　～4峙 美合新町公民館

市崎岡

相談名 担　　　　当 日　　　　時 場　　　　　　所

税　務 岡崎税理士会所属税理士 毎M 第2木川日

　山川o日です）　午後1時～４時

１階市民相談室・電23－6492

経　営 ゎ±M訓士{琵騒 3 階商工課・vli23－6212

金　触 商　工　課　職　貝
毎　　日(休日は除く）

午前s時o分～午後５時
　（土曜日は正午まで）

３階商工課・電23-6215

岡崎商工会議所

相談名 担　　　　　当 日　　　　　　　時 場　所

税　務 税理士林明良、遠山英雄、太田賢太郎I日. 8 E] . 22 日　27 日
　　　　　　　各＼ 前10時～午r* 4 時

岡　　崎

商工会譲所

電53－6161

法　律 弁護士　内　田　慶　次 ７日、21日　各午nillO時～午後4時
金　融 会議所､中小公庫､商工中金各幟員掌ｈａＤμＵＰＵＪ・
発　明 弁理士佐伯一郎、大矢須和夫 ４日、18日　各午後１時～　５時
経　営 中小企業診断士中　村　豊 ７日　　　　午後l時～　５時
労　務 社剣呆険労務士牧野修之 5 ロ、19日　各午nil9時～　正午
下請斡旋 愛知県下請企業振興協会 10日　　　　午前10時～午後4峙
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２種(a7ぷ畷)混合予防接種

　該当者匝ヱ亜］①昭和m年1 月1日から６月30日ま

でに出生したかた。②昭和50年６月30日以前に出生した

かたで、第l期３回完了していないかた。u涯昭和

50年６月30日以前に出生したかたで第１期を昭和51年６

月30ロ以前に完了したかた。

　料　金　無料

　接種できないかた①有熱患者、心臓血管系、腎臓ま

たは肝臓に疾忠のあるかた。糖尿病患者、脚気忠者、そ

の他医師が接種を行うことが不適当と認める疾病にかか

っているかた。⑩河後衰弱者または栄養障害者。③アレ

ルギー体質または、けいれん性体質のかた。

　接種後の注意①接種当口は入浴できませんから前日

入浴してください。②接種部位が赤くなったり、痛んだ

りすることがあり、軽いだるさ、頭痛、発熱、さむけ等

を党えることがありますが、いずれも通常２、３日中に

は特別な処置をしなくても消退します。

　日　程表　　　　　（保健課保健係㈹23-6180）

月　日 時　　　間　　　場　　　所

ii=i7(.i木 ￥険1時30分～3時30分城　北　公　公　堂

U-i8i.i奎･
T-前10

午陵II

ｔ　］］器1に六■y
・市ｎセ> ター

11F)21H!J1)
午lid10

午i*i
卜二miff 3に‥･ﾁ^人i回ｾ丿一

11-22I-|㈹ 午後1時30分～３時30分勤　労　会　館

ll月24n防
午後l時30分～9時30分山　中　小　学　校

午後3吽　～4時　　藤　川　小　学　咬

11月25ﾛ恋
午litno時　～11時30分常　磐・

午後i畔30分～3時30分六　名　・

Ｉ　学　畝

ヽ学　校

11)128 Elif!) 午後i吽30分～3晴30分矢作西小幸校

11月29ロ㈹ 午後l叶30分～^時30分矢作北小学校

12/) 1日内 午後］||沁0分～2時30分赤十字センター

12川8i㈲
午|JiflO時　～ii時30分　　。　、
牛防111.,･;　～311*30分赤十子■t: >ター

※12月8ﾖは予啼日です。

２種（Ｐぷll）混合予防接種の

日程の変更について

　市政だより10月15日号17ページに掲載しました日程を

次のとおり都合により変更しましたので慎しんで訂正し

お詫び申しあげます。

　　　　(旧)

月　　　日 曜 場　　　所

11月７日 胴） 南部公会堂

(新)

月　　　LI 雌 場　　　所

12 月1日 附 南部公会堂

※　時間の変更はありません。

市政だより お　か　ざ　き

ツベルクリン反応検査

変更について･

　岡崎保健所では、毎月第3月曜日にツベルクリン反応検査

を行っていますが、11月は次のように変更します。

日　時

　11月14日月）i時～14時（判定ＢＣＧ：10月16日同時間）

場　所　岡崎保健所

●街頭献血に御協力を．ゲ
期日　11月16日（水）

時間　午IliflO時～午後3時

場所　岡崎ジャスコ店西街頭

主催　岡崎中央ライオンズクラブ

○献血の手順は

ii!:ill6歳以上～満65歳未満

男45kg、女40kg 以上

受付

体重測定

採血

献血手帳交付

○前記期日以外では毎月第2・4 水雌日（午mo時～午後３

時）市立岡崎病院（赤十字血液センター岡崎出張所）で採血

を行っています。

○献血についてのお問い合わせは

岡崎地区献血推進協議会（岡崎市役所社会課内・電23－

6145）へ

"旧漢^改正のお知らせ』

愛知県最低賃金 １日2,416円（改正前2,204円）

１時間302円

　（梢皆勤手当・通勤手当・家族手当を除く）

昭和52年10月26日から実施　愛知県労働基準局

　　この最低賃金は、産業別最低賃金を決めている産業を

　除く愛知県内のすべての産業の労働者に適用します。

　　　　　　　　　　　　　　　昭和52年９月30日現在

産　業　別
最低賃金額

備　考
｜

１　日 １時間

食V＼品製造業 2.440円 305円

繊　維　産　業 2,314円 289円25銭 10 n 2 6 日

より愛知県最

低賃金を適川窯業・土石製品製造業 2,314円 289円25銭

機械・金試製

!^,岑製造業及

び白細謹備案

機械・金属
裂品等製造案

2,600円 325PI

自動車整備

業
2,560円 320川

卸売業・小売業 2,510丿 313円75銭
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ご寄付・ご寄贈を

　　ありがとうございました。

　　(９月14日～10月13日受付分敬称略)

ト湯浅四郎（名古屋市）･･川澄徳

松（秦梨町）ト中部電力株式会社

岡崎営業所（康生通南）ト岡崎市

役所職員労働組合連合会（十王町）

ト協同組合岡崎ショッピングセン

ター（康生通西）ト株式会社前田

シェルサービス（ili!金町）ト岡崎

北高等学校GRc （石神町）新

海佳代子（羽限町）●岡崎地区明

るい社会づくり推進協議会（栄町）

ト本多勘一（上地町）S･奥井昭夫

　（康生通酉）トトヨタ自動車工業

株式会社（豊田市）トユニー株式

会社中京地区本部（名古屋市)

協同組合岡崎石製品工場公園団地

青年部mm町）ト三井生命相互

会社（島町）卜人形劇グループ岡

崎どんぐり（上六名町）・豊田ど

んぐり（豊田ilT）・-色しゃぼん

玉（一色町）卜加藤庄－（康生通

西) 岡崎葵ライオンズクラブ（

康生通束）●スギウラメガネ店（

康生通束）

ごみとし尿の

　　収集を休みます

　ii月23日水勤労感mの日は、国民の
miにあたりますので、ゴミとし尿の
収集を休みます。

　各町内できめられた粗大ごみ持ち寄り場所へ、

収集日の午前8時30分までに持ち出してください。

　なお、資源再利用となる古新聞･雑誌類･衣服類

も、ヒモでしっかりしばって持ち出してください。

　日　程　表　　（術生センター・電22－5436）

月　ロ 収　集　実　施　町　名

U月16日(水) 羽根東山ｌ区・２区・3区・４区

11月17日(木) 羽根北１区・２区・３区
戸峙5区・6 区

11月is日(金) 戸崎l 区- 2区■ 3区・4 IK
戸崎日清地区

11月19[3(土) 六名3区

ｎ月21日(月) 六名１区・２区・４区・５区・６区

ｎ月22日{■X) 上六名1区・２区・３区・４区、南明大
寺2iK

11月24日(木) 久後崎I区・2区、明大寺葵

11月25日(金) 矢作２区・３区・４区・５区

11月26日(土) 矢(1U区

11月28日(月) 西本郷、北本郷、宇頭、算戸

u月29日(火) 束本郷、新堀．富永、肥後、原団地

11月30口(水) 昭和、鳥坂、束牧内．石工団地

豪お願い…自動車のタイヤは、出さないでください。
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障害者。こ⊇⊃

　主催　愛知県　相談科名　整形外

科・眼科・耳鼻咽喉科　相談内容

身体障害者に対する医学的判定、心

理学的判定、職能的判定、その他一

般と補装具の業者出張相談　日時

11月22日（火）受付時闘一午前10時～12

時・診断時間一午後i時～3時・一

般相談一午前lO時～午後3時場所

岡崎市総合福祉センター（欠町　東

公園西・電24－1754）

　巡回相談は予約制のため、市福祉

事務所福祉係（t{i23－6154）へ予約

してください。

会社、事業所等からのまとめての利

川は、愛知県心身陣害者更生相談所

　（tliO5337－2 －7717）へ予約して

行ってくださいo なお食事の施設

がないので、弁ぴ1をご持参ください。

開設日時　lliJ9日(水)午後１時～４

　時

開設場所　岡崎市働く婦人会館(電

　23－2963・3930)

相談員　家庭裁判所訓停貝　服部久

　子

申し込み方法　前日までに開設場所

　へ巾し込んでください。

技能相談室

II月

　11月は技能尊重の月です。物を作

る、物を直すなど技能を更に認識し

ていただくため、次のとおり相談に

応じます。

と　き　11月９日～11日

　午前lO時～午後3時

ところ　岡崎高等職業訓練校

　岡崎市美合町字平端i （電51－07

　75・4224)

相談内容　巾家庭電化製品の診断

　(2)自動車の点倹（3膝接、機械、

　板金、塗装、機械製図について

　m薗単に修理できるものは応ISま

　す。
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17 －　昭和52年ll月1日

句唸が'がががφがぐがががががが咄が･がががががががががががががががφ

⑥⑧の市民相談室-●

　　　　　　　△一電23－6492

　市や県・国などの行政についての苦情・要望・問い合わせ、

日常生活でお困りの問題についての相談、交通事故相談、高齢

者職業相談は毎日行っております。

特 別相談I

心配ごと・人権相談

　日　時11月９日・22ロ、午後

　　　　1 II卜4時

　相談員Å、権擁護委員（竹内忠
　　　　　光、佐々木ヤチヨ、大

　　　　　久保宏、兵藤周市) 名
　　　　　古屋法務局岡崎支局職
　　　　　員

困りごと・行政相談

　日　時11月９日・22日、午後

　　　　　1 時～４時

　相談員　行政相談委員（加藤平

一八 杉浦鉦典、原嶋亮

　　　　二、小野坂m.）

法律相談（予約制）

　日　時11月7 1.1・14日・21日

　　　　　・28日、午後l時～4

　　　　　時

　相談員名古屋弁護士会岡崎支

　　　　部弁護士

住宅金融公庫融資相談

　日　時u月o日・25日、午後

　　　　　llK'j=～4時

のご案内･

　相談員　住宅金融公庫名古屋支

　　　　　所住宅相談員

税金相談

　日　時　ll/JlOロ、午後l時～

　　　　　４時

　相談員　岡崎税理士会会員

登記相談

　日　時　lllJlOll、午後1時～

　　　　　４時

　相談員　司法書士会、土地家屋

　　　　　調査士会岡崎支部会ｎ

建築相談

　日　時　11月10日、午後１時～

　　　　　４時

　相談員　建築士会岡崎支部会貝

測量設計相談

　日　時　11/ごJ16日、午後１時～

　　　　　４時

　相談員　愛知県測址設計業協会

　　　　　会員

　※市民相談室は、市役所正面玄関を入り左側です。　　　　　　　　　ｉ

　※法律相談など重要な相談では、契約書など資料をご持参ください。　・

　※相談は無料・秘密です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ

ががががぐがががががががががががφががφがががφが姻φががががが･４

『手づくり桧本講座』会員募集

　最近、全国各地で絵本を作るグル

ープ活動が、静かなブームとなって

います。絵本を一度でいいから作っ

てみたいと思ってみえたかた、独り

で創作していて仲間のほしいかた、

多数ご参ｶnください。

　なお、講座の終了後も『絵本を作

る会』としてグループ活動を続けて

いく予定です。

★開催要項　原則として開催日は毎

月第2・４日曜日　午前10時～12時

★指導者　成瀬光男氏（岡崎女子短

大助教授）　★募集人員50名　★会

費　五百円　★日程O13日オリエン

テーション027日絵コンテ（グルー

プわけ）oi2/ni日・25口・1 月29

日・2月12日・26日・３月12日絵本

0lJ作O3月26ロ作品についての話し

合い（12月11日～3 月12日の問に最

i& 1 l叶の絵本を仕上げる予定）　★

募集受付11月５日（土）午後３時（定

員になり次第締め切ります）

　くわしくは、市立図書館（電51－

2251）へお問い合わせください。

市政だより　　お　か　ざ　き

美術館の催し物案内

　　　― 11月－

◆岡崎美術展岡m）io月29ロ～

11月３日　◆岡崎女子高校外美術展

５日～８日　◆華道連盟いけばな展

６日～７日　◆蓬門書展　10ロ～13

日　◆集団岡崎写真展　11日～13日

●淡香会南画展11日～13日　◆游目

書展　16日～20日　◆和画展　23日

～27日　◆二科岡崎グループ自選画

展　23日～27日　◆第２回卵筆展

11月30日～12月４日　◆全日写竜城

支部写真展　11月30日～12月４日

惣門ツガ？ごヅ2~　●
４日　◆ゆきアートフラワー展

12月３日～４日　■入場無料　・開

館時間　午前lO時～午後6時（ただ

し、各行事最終日は閉館時間が早く

なることがありますc）

図書館だより００００

　　　－11　月－

★読書会　０２日、午前lO時　○「

春は残酷である」星美恵子著　★お

話と紙しばいの会　o毎週木曜日、

午後３時30分　★休館日　○定期休

館日→毎週月曜日　○館内整理休館

日（毎月第３金曜日）18日　○国民

の祝日　３月23日

　　岡崎市の人口

昭和52年７月１日視<'!-.、化民基本（
台帳と外国人登録人目による　　

）

削げﾋ

　男　121,514人　840人増　｜

　女　123,800人　681人川　｜

　計　245,314人1,521人川　｜

世帯数　71, 877世帯2川|り即り
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